
                             

 

 

 

 

町長さんと語る会 

「私たちにできることから地域へ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 27 日（金），富士河口湖町役場において町長さんと語る会が開催されました。この

会では，町政の舵取り役である町長さんや，各課の課長さんから町の施策について直接うかが

うことができます。実際の町議会と同じように，子どもたちが町の取り組みについての質問や

要望を提案し，それに対して担当の課長さんから直接回答をしてもらえます。今年度も町内の

11 の小中学校および高校２校から代表児童生徒 26 名が参加しました。 

「私たちにできることから，地域へ」をテーマにした今回の会では，子どもたちの目線で考

えた町の観光，防災，福祉，子育て，水，教育などさまざまな分野に関する質問や意見が出さ

れました。その発言から富士河口湖町の環境を守りたいことや，活気のある町でいるために取

り組みたいことなど，町の未来について一生懸命考えてい

ることがよく伝わってきました。町長さんと各課の課長さ

んは，子どもたちの考えに真剣に向き合い，その一つ一つ

に丁寧に答えてくださいました。町の議員さんと同じよう

に対応してもらえたことは，参加した子どもたちにとって

とても貴重な時間となりました。これからも町長さんから

のエールを胸に，各学校で元気に頑張ってほしいです。 

渡辺喜久男町長さんからの熱いメッセージ 

学校で一生懸命勉強して知識を頭にいっぱい入れてください。そして，将来「何をするか」「何にな 

りたいか」を早く見つけてください。それらをするために，一生懸命努力すること，くじけずに努力 

し続けることを忘れないでください。 

社会人になっても忘れないでいてほしいことが３つあります。1 つ目は，強い意志をもつこと，特 

に「将来〇〇になりたい」という意思をもつことです。2 つ目は，判断力をもつことです。「良いか悪 

いか」や「右か左か」の分かれ目に立った時，しっかりした判断ができるようになってください。3 

つ目は，考えたことを行動に移せる実行力をもつことです。これらのことをしっかり頭の中に入れて， 

これからも学業に励んでください。そして，大学で学業を習得した後は，ぜひとも富士河口湖町に帰 

ってきて，我々の後にみなさん方にこの町づくりをしてもらいたいです。みなさんに期待をしています。 
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町長さんと語る会の様子 



町長さんへのお礼と感想発表（代表） 

勝山小 富士河口湖町がこんなにも豊かなのは，町長さん，課長の 

皆様方を筆頭に，地域のことを話し合い，考えてくれているか 

らだと改めて実感できました。様々な刺激を受けることができ 

ました。ありがとうございました。 

湖北中 他校が疑問に思ったこと，そして直接町長さん，各課の皆さんから今の河口湖の魅力など  

を聞けてとても嬉しいです。魅力的な町にするには，他地域から来た人たちよりも富士河口湖  

町で育った私たちの方がよりたくさんの魅力を知っていると思うので，自分たちが今後魅力あ 

る町をつくり，全国に発信していければいいなと思いました。本日は，貴重な体験をありがと  

うございました。 

ふじざくら支援学校 この町を後世に繋げるように，精一杯学業に励んでいきたいと思っております。 

   質問にご丁寧にそしてわかりやすく答弁をしていただきありがとうございました。この経験を  

生かして，学校で先生と生徒で話し合って取り組めるように頑張っていきたいと思います。  

富士河口湖高校 普段聞くことのできない町長さんや各課の課長さんお話を聞けて，充実した時間 

でした。今回聞いたことを学校の活動に活かしていきたいと思うと同時に，富士河口湖町をよ  

りよくしたいと思う気持ちが生まれました。町長さんがおっしゃっていたように，たくさんの  

知識を身に付け，将来の姿を確立していきたいと思います。 

 

楽しい活動から学ぶ 外国語活動 
 11 月 16 日(木)，湖南中学校で 1 年生を対象にした外国

語の公開授業が行われました。この公開授業は，河口湖畔教

育協議会外国語部会の研究会の中で行われたものです。セン

ター所属の英語支援員も参観させていただきました。 

 小学校の外国語の授業では，「話すこと」「聞くこと」を中心に学んでいます。中学校で

はそれに加えて「読むこと」「書くこと」が増えてきます。この「書くこと」の活動に対し

て，大変さを感じる子どもたちが多いことが課題として挙げられています。小学校の外国語

の授業から中学校の外国語の授業の変化により，ギャップを感じて悩んでしまう子どももい

ます。この悩みを解消するために，小学校と中学校の先生方が一緒になって考え，日々より

よい授業を行う努力がされています。 

 湖南中学校１年生の授業では，ゲームを取り入れ友達と英語

でクイズを出し合う中で，「どのように言ったらよいか」「ど

のように書いたらよいか」など英語で表現する方法を学ぶ活動

が行われました。授業者の先生方の明るい雰囲気の中，楽しい

活動を通して子どもたちは積極的に学びを深めていました。 

 楽しい活動を取り入れた外国語の授業は，小学校でも行われています。10 月下旬には，

ハロウィンに関わる授業を行った学校もありました。子どもたちはゲームを通して，ハロウ

ィンに関係する英語や文化を楽しく学ぶことができました。もうすぐクリスマスがやってき

ます。クリスマスに関わる英

語や文化に触れる季節の到来

です。先生方の工夫された楽

しい授業を通して，今後も子

どもたちには楽しく学んでい

ってほしいと思います。 

 

友達と交流する様子 

湖南中１年生 授業風景 

ハロウィンの授業 

（大嵐小） 

ハロウィンの授業 

（河口小） 


